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Rainfall distribution in the Japan Islands associated with the approach of Typhoon No.23 around 20 October 
2004 (referred to Ty0423, hereafter) showed considerably different features from those in late summer of this 
year. The present study examined the detailed rainfall features around the Japan Islands brought by Ty0423 
and the atmospheric processes based on the operational observation data by the Japan Meteorological Agency 
(JMA), comparing with those in association with Ty0418 around 7 September 2004. 
During the stage when Ty0423 was approaching or landing on the western part of the Japan Islands, the 
areal mean precipitation from Kyushu to Kanto District attained much larger than that for Ty0418, with wider 
extension of the area with the large amount of precipitation.  It is interesting that, although the intense rainfall 
was observed only at the upstream side of the mountain range from Kyushu to Honshu District for Ty0418 
except for the area near its center, strong rainfall with 10~30 mm/h persisted in wider regions from the western 
to the eastern part of the Japan Islands, resulting in the considerably large total rainfall for Ty0423. 
As for the case for Ty0423, the surface front with stable frontal surface was located just to the east of the 
Ty0423 center just before its landing at the Japan Islands. Thus, the huge moisture inflow mainly in the eastern 
region from the typhoon center seems to be redistributed widely over the Japan Islands area associated with 
the large-scale convergence around the stable frontal surface.  In late October, the colder air associated with 
the high pressure system in the eastern Siberia can cover the northern part of the Japan Sea area as the seasonal 
march. Such basic field might be favorable for sustaining the synoptic-scale front just around the southern 
coast of the Japan Islands, even when the strong southerly wind invades associated with the typhoon approach 
there. 
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る場合も少なくない（Yoshikane and Kimura 2005；加
藤 1997；加藤・中山 2006；盛・加藤 2009）。 
ところで， 2004 年には，日本列島に台風が 10 個































(1) 第 1図に示す気象官署 104地点における１時間降
水量 
気象庁年報 CD-ROM に収録された SDP（日時
別編集データ）ファイルより抽出して利用した。 










(5) 高層観測生データ（ワイオミング大学 HPより） 
 
第 1 図 前 1 時間降水量の解析に用いた地上気象官署（黒
丸）。但し，富士山は除いた。 
 
III. 2004 年の台風 18 号と 23 号の経路や日本列島で
の降水に関する概況 
第 2 図に示されるように（気象庁 2006），台風 18
号は 9 月 5 日に大型で非常に強い勢力で沖縄本島北
部を通過した。その後，東シナ海を北上し，進路を北






第 1表 2004年台風 18号と 23号の進路に基づくステージ
区分。なお，各ステージの期間については，「前 1時間降水
量」を参照した時刻を示す（従って，例えば台風 18号のス
テージ③に関する降水量の，実際の集計期間は，9 月 7 日
05JST〜19JSTに対応する）。 
台風 ステージ 期間（月日と時刻） 
18号 
① 
9月 5日 21JST〜6日 19JST 
（5日 12UTC〜6日 10UTC） 
② 
9月 6日 20JST〜7日 05JST 
（6日 11UTC〜6日 20UTC） 
③ 
9月 7日 06JST〜7日 19JST 
（6日 21UTC〜7日 10UTC） 
23号 
① 
10月 19日 00JST〜19日 22JST 
（18日 15UTC〜19日 13UTC） 
② 
10月 19日 23JST〜20日 05JST 
（19日 14UTC〜19日 20UTC） 
③ 
10月 20日 06JST〜20日 16JST 
（19日 21UTC〜19日 07UTC） 
 
一方，台風 23号は，10月 13日 09JST にマリアナ
諸島近海で発生し，18 日 18JST 頃には大型で強い勢
力となって沖縄の南海上を北上した。19 日には沖縄
本島から奄美大島沿いに進み，20 日 13JST 頃，大型
の強い勢力で高知県土佐清水市付近に上陸した。その
 2004年 10月後半の台風 23号に伴う日本列島での広域の降水（台風 18号と比較して） 15 













台風第 18 号。(下段)2004 年台風第 23 号。○印は傍に記し





瞬間風速が広島で 60.2 ms-1，札幌で 50.2 ms-1を記録
する等，これまでの記録を更新するような猛烈な風が
各地で観測された。期間降水量については，台風 18
号に関して 9月 4日〜8日の，23号に関して 18日〜








が 100 mmを超えていた。 
（http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/20
04/20040904/20040904.html ， 及 び ， 同


























第 4 図 第 1 図の黒丸で示す全気象官署で平均した 1 時間
降水量の時系列（mm/h）。グラフの棒は，該当する時間帯の
範囲に示す。横軸の時刻は，日/時(JST)で示した。上段：台
風 18 号，下段：台風 23 号で，各台風におけるステージ①
〜③の期間も図中に示した。 
 











① 0.39 2.07 5.37 
② 0.47 1.67 3.56 
③ 1.86 5.24 2.83 
23号 
① 1.86 2.64 1.42 
② 3.21 4.74 1.47 



























第 3表 ステージ③で集計した総降水量（時間降水量 mm/h








総降水量 1.86 32.2 
10 mm/h 未満 0.71 25.6 
10 mm/h 以上 1.14 6.6 
23号 
総降水量 6.33 88.1 
10 mm/h 未満 2.56 67.8 
10 mm/h 以上 3.77 20.3 













これは，全 104 地点のうち約 84.7%になる。しかも，
10 mm/h以上の降水も，平均すると毎時 20地点で観






















応する天気図例も第 7 図に示す（台風 18 号：9 月 7
日 09JST，台風 23号：10月 20日 09JST。気象庁天気
図 CD-ROMに基づく）。 






更に詳しく見れば，10月 20日 04JST〜08JST 頃ま





には前１時間降水量 30 mm/h 以上の領域がほぼ一様
な強度分布で東西に 300 km，南北に 200 km程度も広
がっている点は興味深い。
 
   
第 6図 台風 18号（左），23号（右）のステージ③前後の時間帯について，１時間ごとのレーダーアメダス合成データを短
冊状に切って並べたもの（気象庁による。前１時間降水量分布（mm/h））。国際気象海洋(株)の HP にリアルタイムで掲載さ
れた画像より図を作成。凡例は図中を参照。 
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第 7図 ステージ③における地上天気図例。左：台風 18号（2004年 9月 7日 09JST(00UTC)），右：台風 23号（2004 年 10
月 20日 09JST(00UTC)）。気象庁天気図 CD-ROMに基づく。 
 
一方，台風 23号の場合には，ステージ③になると
（特に 20 日 07JST 頃以降），近畿〜九州東部にかけ
ての殆どの地域で，5 mm/h 以上の降水が見られた。
従って，これらの地域では，ステージ③に対応する約
10時間程度の間に，最低でも全域で 5 mm/h ×10＝50 
mm 程度の降水となり得る。またその中に，10 mm/h
以上の降水域も，東西 500 km以上，南北にも 200 km
程度の広がりを持って持続していた。そのような領域
での平均降水量が 20 mm/h 程度であるとすれば，ス































第 9 図 台風 18 号時の第 8 図に示す地点における時間降
水量の時系列例（mm/h）。前 1 時間降水量データに基づく
が，グラフの棒は，第 4 図，第 5 図と同様に，該当する時
間帯の範囲に示した。 





















テージ③の 10 時間ほどに限定しても総降水量 100 
mmを超えた地域が広かった，という特徴に注目する




ステージ③の第 7 図に対応する時刻における 850 











第 11図 台風 18号のステージ③に対応する 850 hPaと 500 
hPa天気図。気象庁天気図 CD-ROM より切り出した。上段
が 500 hPa，下段が 850 hPa。2004年 9月 7日 09JST。 
 
一方，台風 23号時には（第 7図右，及び，第 12図），
台風が本州南岸の 31N 付近まで北上したこのステー
09JST 07Sep. 2004 
500hPa 
09JST 07Sep. 2004 
850hPa 























第 12図 第 11図と同様。但し，台風 23号（2004年 10月
20日 09JST）。 
 
第 13 図 用いた高層観測点，潮岬（Shionomisaki, 47778），
米子（Yonago, 47744）の位置。第 7図(左)の地上天気図（2004






れ第 14図，第 15図に示す。台風 23号時について第






第 14 図 ステージ③における米子（上段）と潮岬（下段）
における成層（温位，相当温位，飽和相当温位の鉛直分布。
線種は凡例を参照）。台風 18号時（2004年 9月 7日 09JST）。 
 
09JST 20Oct. 2004 
500hPa 
09JST 20Oct. 2004 
850hPa 














第 15 図 ステージ③における米子（破線）と潮岬（実践）
における水蒸気フラックスの北向き成分の鉛直分布（g kg-1 

































第 16 図 第 14 図と同様。但し，台風 23 号時（2004 年 10
月 20日 09JST）。 
 
 
第 17 図 第 15 図と同様。但し，台風 23 号時（2004 年 10


































第 18図 台風 23号接近時における 135Eに沿う 850 hPa面
での気温の時間緯度断面（℃）。気象庁天気図 CD-ROM に
収録された 1 日 2 回の 850 hPa 天気図から値を読み取って
作成。四国南岸は〜33N，山陰沿岸が〜35Nに対応する。横
軸の 2段の数字は，上側が時刻（UTC），下側が日付を示す。
なお，00UTC は 09JSTに対応する。 
 
第 19図は，台風最接近時のステージ③頃の時刻に













第 19図 ステージ③に対応する時刻の 135Eに沿う 850hPa
気温（上段，℃），及び，海面気圧（下段，hPa）の南北分布。
データソースは第 18図と同様。台風 18号は 9月 7日 09JST















































第 20図 2004年における月平均海面気圧（hPa）の 8月〜
















量が，台風 23号時に台風 18号時の約 3倍と多か
っただけでなく，地点間の降水量のばらつきは逆
に台風 23号時に相対的に小さかった。 
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